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を受診し、動機付け支援と判定され特定保健指導を受ける A 市の 60 歳代女性を対象に、身体活動と食事に関する健康行
動と HL について、特定健康診査・特定保健指導（以下、特定診査・指導）場面の観察と半構成的面接による質的探索的
研究を行った。観察・面接結果から HL と健康行動に関わるテクストを抽出し、村田らの HL 指標に準拠して分析した結果、
対象者が生活習慣を改善するための健康行動の実践において発揮したHLとして、村田らのHL指標と共通するfunctional 
health literacy（以下、FHL）、interactive health literacy（以下、IHL）、 critical health literacy（以下、CHL）





キーワード：health literacy、特定健康診査・特定保健指導、reflective health literacy 
 
I はじめに                          












解し、活用する技術である HL を習得する必要がある。 
HL は、健康教育の到達目標としての能力指標 1） 
として提示されて以来、欧米では概念分析 2）、尺度
開発 3)4)、尺度を使用した HL とヘルスアウトカムの
関連 5)6)について量的研究が多く行われている。わが





                        
１）日本赤十字九州国際看護大学 
WHO はヘルスプロモーションにおいて HL を重要 
な概念と位置づけている。Nut Beam13）は、HL がヘル
スプロモーション、特に健康教育の重要な成果であ
り評価基準になることを主張し、知識を行動に移      
すという見地から HL を段階的に functional health 
literacy、interactive health literacy、critical 
health literacy と分類している。村田ら 9）は、保
健センターで展開される健康教育の場面を分析し、
































































A 市で実施する特定診査・指導の実施会場で A 市
保健師に対象者を紹介してもらい、特定診査・指導
の観察とイメージマップを用いた半構成的面接を行
う。調査期間は平成 22 年 5 月 25 日～平成 22 年 12






































































































データの確実性を確保するために IC レコーダー 
の録音内容は対象者の反応を含め逐語録を作成する。
作成された逐語録の中から、HL に関連した場面を抽





















































































年齢 健康診査の結果 健康情報の活用 



























１）事例 Aの HL 
特定診査・指導場面の観察は 2回（初回面接直後・ 































X：蒸れない感じですね。1 日に 160 キロ、平均すると
この一週間分を平均してみると。 
A：160（cal） 

















































HL には【IHL】【CHL】【その他の HL】があった。 
２）事例 Bの HL 
特定診査・指導場面の観察は 2回行い、その観察 
時間は総計 75 分であった。 
（１）IHL 
 特定診査・特定指導の場面において観察された、








 B：骨密度はよかったんですよ。成人女子で 98 です。 
 Y：そうですか。うふふ。 
































































































C と Z との相互作用の場面の中で【CHL】を見出す
ことはできなかった。 
（３）その他の HL 






















１）事例 Aの健康行動と HL 
3 回の半構成的面接は初回面接直後、6ヵ月後の評 
価時は特定診査･指導の実施会場、3ヵ月後は Aの自
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他 HL】には＜健康行動を実践しない要因に振り返っ






２）事例 Bの健康行動と HL 
3 回の半構成的面接は初回面接直後、6ヵ月後の評 





































３）事例 Cの健康行動と HL 
 2 回の半構成的面接は初回面接直後と 3 ヵ月後に
行った。特定保健指導直後は地域の特定診査・指導
の実施会場、3 ヵ月後は C の家族のガーデンテラス
で行った。面接時間は総計 162 分であった。 



































から 7段階 41 指標を抽出している。そこで本研究で
は HL の操作的定義として暫定的に採用した。 





































しかし、A、B、C の 3 人に共通してこの概念が認め
られ、健康行動に影響しているから、IHL, CHL から











































事例 A、B、Cの HL は表 2、3、4のように構成され
ることになる。 
HL 概念の構成要因は図 1のようになる。 
 
 


































２．健康行動を促進する RHL  
河田ら 26)は HL の概念を Rogers の概念分析アプロ










保健指導 【FHL】 健康行動 


























































1．動機付け支援対象者から RHL が見出され、そ 
の HL は IHL、CHL を加えた 3つで構成される。 
2. 動機付け支援対象者は FHL 基盤にして、IHL、 
RHL、CHL を相互に影響をさせながら発揮して 
いる。 
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The purpose of this study is to clarify the process which the aged people who collect a health 
information by health literacy and make health behavioral change to exam the construct of health 
literacy. The targets are women in their sixties in A city, who have an annual checkup and guidance.  
An exploratory qualitative study was conducted based on observation of checkup and guidance and 
the semi-structured interview. The texts of health literacy and behavior extracted from the result of 
observation and interviews was analysed based on Murata’s health literacy index. The construct of 
health literacy were classified into 4 categories such as functional, interactive, critical and other 
health literacy. As the fourth literacy is competency to reflect and think about one’s life, we have 
named reflective health literacy. In conclusion, it is suggested that reflective health literacy should 
impact on behavioral changes into healthy lifestyle. 
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